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N
人□と世帯数
1月1日現在（）内は前月比

6人□126,852人(-12)

男/63,373人女/63,479人

心世帯数44,950世帯(+18)

１
１

一

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

皆
ざ
ん
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ

し
な
い
た
め
に
も
、
安
心
・
確

実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
あ
わ
せ
て
前
納
の
申
し

込
み
を
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の

割
り
引
き
が
あ
り
大
変
お
得
で

す
。

手
続
き
は
、
お
近
く
の
金
融

機
関
、
ま
た
は
郵
便
局
の
窓
口

道路は自転車置場じゃない
放置自転車追放にご協力を

／、
国
民
年
金
保
険
料
は
便
利
な
口
座
振
替
で

口
座
振
替
・
前
納
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

１
１

で
お
願
い
し
ま
す
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
預
貯
金
通
帳
②
通
帳
届
け
出

印
鑑
③
国
民
年
金
保
険
料
納
付

書▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
年

金
係
實
露
）
１
１
１
１

．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
プ
レ
ゼ
ン
ト
実

施
中国

民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替

我
孫
子
・
天
王
台
の
両
駅
周
辺
で
は
放
置
自
転
車
が
多
く

通
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
放
置
自
転
車
対
策

と
し
て
、
駅
周
辺
に
安
心
し
て
駐
車
で
き
る
自
転
車
駐
車
場

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
放
置
自
転
車
を
無
く
し
て
安
全
で
快

適
な
街
に
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ⅱ
交
通
整
備
課
Ⅱ

１
１
１
１
１
Ｉ

自
転
車
駐
車
場
を
利
用
し
ま
し
よ
う

を
、
平
成
、
年
２
月
末
日
ま
で

に
申
し
込
み
き
れ
た
方
、
お
よ

び
す
で
に
口
座
振
替
そ
利
用
さ

れ
て
い
る
方
の
中
か
ら
衲
選
で
、

毎
月
２
５
０
人
の
方
に
、
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
を
差
し
あ
げ
て
い

ま
す
。

寺
問
い
合
わ
せ
県
社
会
部
国

民
年
金
課
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
係
壷

０
４
３
（
２
２
３
）
２
３
８
９

、

、／
１
１
！

’

▼表1我孫子。天王台駅周辺自転車台数調査表(平成9年11月11日）
駅
周
辺
の
道
路
や
歩
道
に
放
世

き
れ
た
自
転
車
は
、
お
年
寄
り
や

車
イ
ス
利
用
者
の
通
行
を
妨
げ
る

ば
か
り
か
、
交
通
障
害
を
引
き
起

こ
す
な
ど
、
交
通
安
全
の
面
か
ら

も
非
常
に
危
険
で
す
。

も
し
災
害
が
発
生
し
た
ら
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
。
避
難
路
を
ふ
ざ

ぎ
、
緊
急
車
両
の
妨
げ
に
な
り
、

人
命
に
か
か
わ
る
問
題
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
「
我
孫
子
市
自
転
車

の
放
置
防
止
に
関
す
る
条
例
」
に

基
づ
き
、
自
転
車
放
置
禁
止
区
域

の
這
疋
や
自
転
車
駐
車
場
の
確
保
、

自
転
車
整
理
員
の
配
置
、
放
趣
自

転
車
の
撤
去
な
ど
、
自
転
車
放
置

の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
９
年
ｎ
月
の
調
査
（
表
１

参
照
）
で
は
、
特
に
我
孫
子
・
天

王
台
駅
周
辺
に
、
１
８
７
０
台
も

の
自
転
車
や
バ
イ
ク
が
放
置
き
れ

て
い
ま
す
。
両
駅
に
は
、
ｎ
カ
所

（
収
容
台
数
１
万
２
１
４
１
台
）

の
自
転
車
駐
車
場
が
あ
り
、
収
容

駐車場利用台数

自転車原付合計

1,7452051,950

2,0751202,195

7466 7 8 1 3

1,154781,232

5,7204706－190

駅周辺放置台数

自転車原付合計

62862690

47020490

64468

59230622

1.7541161.870

利用台数

合計

収容可能

台数合計
駅名

我孫子駅北口

我孫子駅南口

天王台駅北口

天王台駅南口

合計

2,640

2,685

881

1,854

8.060

3,503

4"104i()4

｜

｜
’

1.55(）

2.984

12．141

台
数
に
は
、
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま

す
。
通
勤
通
学
等
で
定
期
的
に

自
転
車
を
利
用
す
る
方
は
、
放
置

自
転
車
を
な
く
す
た
め
、
自
転
車

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
買
い
物
な
ど
で
一
時
的

に
自
転
車
を
利
用
す
る
方
は
、
一

時
使
用
コ
ー
ナ
ー
（
１
回
１
０
０

円
）
を
ご
利
用
く
だ
き
い
。

◎
一
時
使
用
コ
ー
ナ
ー
設
置
施
設

①
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
・
我
孫
子
南

：
如
台
⑥
我
孫
子
駅
北
口
自
転

車
駐
車
場
：
２
８
４
台
⑧
サ
イ

ク
ル
パ
ー
ク
・
天
王
台
南
・
・
・
２
０

８
台
（
下
図
参
照
）

市
で
は
、
今
後
も
放
睡
自
転
車

追
放
の
街
頭
指
導
や
撤
去
を
職
極

的
に
行
う
一
方
、
効
率
的
な
自
転

車
駐
車
場
の
管
理
運
営
を
図
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
自
転
車
を
利
用

す
る
皆
さ
ん
の
、
尚
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

我
孫
子
。
天
王
台
駅
周
辺

有
料
自
転
車
駐
車
場
の

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

有
料
自
転
車
駐
車
場
の
平
成
、

年
度
利
用
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
施
設
に
よ
り
受
付
期
間

申
請
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
き
い
。

現
在
、
使
用
中
の
方
も
３
月
訓

日
で
使
用
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で

登録は市内の自転車商協
同組合加盟店で受け付けて
います。盗難防止のために
登録しましょう。
，防犯登録料1台510円
※詳しくは地域振興防災課
"(85)1111内線214'､

利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
必
ず
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
で
き
る
人
住
居
や
勤
務

先
が
我
孫
子
・
天
王
台
駅
か
ら
５

０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
通
勤
・

通
学
者
な
ど

◎
屋
外
自
転
車
駐
車
場
（
表
２
の

②
～
④
。
⑨
～
、

▼
受
付
期
間
１
月
遍
日
（
金
）
か

ら
犯
旦
金
）
ま
で

▽
申
請
方
法
申
請
書
（
各
自
転

車
駐
車
場
の
管
理
棟
に
用
意
）
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
管
理
棟
の

ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
き
い
。

（
申
請
は
１
人
１
台
に
限
る
）

▽
利
用
決
定
申
請
は
一
括
で
審

査
し
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
決
定
し
ま
す
。
利
用
決
定
者

に
は
、
３
月
上
旬
に
納
入
通
知
書

を
郵
送
し
ま
す
。

マ
定
期
シ
ー
ル
の
交
付
納
入
通

知
書
が
届
い
た
方
は
、
納
入
通
知

書
に
よ
り
、
袈
面
に
記
載
の
金
融

機
関
で
使
用
料
を
納
付
し
、
３
月

聖
日
（
且
か
ら
訓
日
（
火
）
午
前
６

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
に
領
収
醤

q

我孫子駅周辺自転車駐車場

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

を
管
理
棟
に
持
参
し
、
定
期
シ
ー

ル
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
き
い
。

◎
屋
内
自
転
車
駐
車
場
（
表
２
の

①
。
⑥
．
＠

▼
受
付
日
時
３
月
２
日
（
月
）
か

ら
諏
日
（
火
）
午
前
６
時
か
ら
、
時

お
よ
び
午
後
４
時
か
ら
９
時
（
た

だ
し
、
日
曜
日
は
除
く
）

▽
申
請
方
法
お
よ
び
利
用
決
定

①
申
請
書
客
自
転
車
駐
車
場
の

施設形態|収容台数

屋内|屋外|自転車|原付

ぐ
表
２
我
孫
子
・
天
王
台
駅
周
辺
自
転
車
駐
車
場
一
覧
表

管理人
勤務時間名 称 料金

自転車810円／月
6:00～10:00
16:00～21:00① サイクルパーク・我孫子南 ○ 1,094

鰹鋤笙② 我孫子駅南口第1自転車駐車場 ○ 370100 6:00～10:00

U■
⑤白山駐鷺唱

灘議
③ 我孫子駅南口第2自転車駐車場 ○ 1,100 506:00～10:00

④ ○我孫子駅南口第3自転朝凍場 380 206:00～10:00
－

6:00～10:00
16:00～21:00

⑤ 白ih駐輪場 ○ 9001鮒舗I 無料

自転車810円／月

無科

⑥ 我孫子駅北口自転車駐車場 ○ 2,889管
理
人
室
に
用
意
）
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
管
理
人
室
窓
口
に
提

出
（
そ
の
場
で
手
続
き
は
終
了
し

ま
す
）

②
駐
車
位
置
を
階
層
別
に
抽
選
で

決
定

③
定
期
カ
ー
ド
を
窓
口
で
職
入

④
定
期
シ
ー
ル
を
交
付
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
交
通
整
備
課
壷

（
芭
１
１
１
１
内
線
３
３
０

一

一

6:00～10:00

16:00～21:00

⑦ 我孫子駅北口{畷バｲｸ駐車場 ○ 33(）ー

自転車810円／月
原付2,030円／月
屋上3,720円／年

③
｜
⑨
｜
⑩

サイクルパーク・天王台南 ○ 1.989 87
(←菱藤子

’ 灘鵜
天王台駅南口第1自転車駐車場 ○ 600100 6:0()～10:00

’
6:00～10:00天王台駅北口鮪l自転車駐車場 ○ 700100（

しL"1l天王台駅抑第2自転車駐職⑪ 自転卵3,720円/fl
原付7,3201I1/fi

○ 650 006:00～10:00
ー菅I‐~~ー~〆

’

共存する烏人と が ま ち
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「 市
で
は
行
政
改
革
の
具
体
的
項

目
を
ま
と
め
た
行
政
改
革
第
１
次

実
施
計
画
（
平
成
８
年
度
策
定
）

に
基
づ
き
、
行
政
改
革
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
目

ま
ぐ
る
し
い
変
化
の
中
で
、
ま
す

ま
す
多
様
化
す
る
市
民
要
望
に
的

確
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
市

役
所
の
仕
事
の
進
め
方
や
シ
ス
テ

ム
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
で
す
。

こ
の
行
政
改
革
を
ざ
ら
に
進
め

る
た
め
、
平
成
、
．
ｎ
年
度
に
実

施
す
る
「
行
政
改
革
第
２
次
実
施

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
第
２
次
実
施
計
画
の

主
な
項
目
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
８
．
９
年
度
に
実

施
し
た
行
政
改
革
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
は
、
後
日
、
広
報
あ
び
こ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
２
次
実
施

計
画
の
内
容

１
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
項
目

＊
支
所
・
行
政
連
絡
所
の
抜
本
的

見
直
し
＊
図
醤
館
全
館
の
祝
日

開
館
の
実
施
＊
休
日
・
夜
間
の
診

’ 行
政
改
革
第
ｚ
次
実
施
計
画
を
策
定

１
１
１

／~、’

行
政
改
革
を
さ
ら
に
進
め
ま
す

療
体
制
の
見
直
し

２
、
市
の
予
算
を
改
革
す
る
項
目

＊
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導

入
＊
袖
助
金
・
助
成
金
の
終
期

の
設
定
と
見
直
し
＊
光
熱
永
蛮
な

ど
の
内
部
経
登
の
節
減
＊
使
用

料
・
手
数
料
の
見
直
し
＊
納
税

貯
蓄
組
合
奨
励
金
の
見
直
し
＊
税

の
徴
収
体
制
の
強
化
＊
出
張
旅
費

の
見
直
し
＊
公
共
工
事
の
コ
ス
ト

削
減
＊
市
民
大
学
な
ど
の
自
己
負

担
の
見
直
し

３
、
制
度
の
見
直
し
と
業
務
の
効

率
化
を
図
る
項
目

＊
自
動
車
運
転
業
務
の
委
託
化

＊
人
材
登
録
制
度
の
確
立
＊
自

転
車
駐
車
場
の
利
用
拡
大
＊
終

末
処
理
業
務
の
委
託
化
＊
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
夜
間
焼
却
業
務
の
委

託
化
＊
下
水
道
業
務
の
公
営
企

業
化
の
検
討
＊
中
学
校
給
食
の
調

理
業
務
委
託

４
、
組
織
の
効
率
化
を
図
る
項
目

＊
市
組
織
の
再
編
と
削
減
＊
あ

ゆ
み
の
郷
公
社
の
見
直
し
＊
定
員

管
理
適
正
化
計
画
の
策
定
＊
外

郭
団
体
職
員
派
遣
の
見
直
し
＊

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
力
連
擁

の
強
化
＊
学
校
配
置
聯
員
の
見

直
し

1

1

4

柏
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
期
間
（
２
月
西
日
か
ら
３

月
嘔
日
）
よ
り
前
に
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
や
、

医
療
饗
控
除
な
ど
の
還
付
申
告
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

特
に
、
確
定
申
告
期
間
中
の
混

雑
緩
和
の
た
め
、
柏
税
務
署
で
は

市
民
会
館
で
申
告
醤
作
成
指
導
会

を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
に
必
要
な
書
類
等

＊
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
や
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
言
ピ
ー

は
不
可
）
＊
生
命
保
険
、
損
害

保
険
の
控
除
証
明
書
＊
国
民
年

金
や
国
民
健
康
保
険
等
の
社
会
保

険
支
払
領
収
醤
＊
医
療
識
領
収

書
（
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
が
あ
る
場
合
は
そ
の
金
額

の
わ
か
る
書
類
）
＊
還
付
金
の

振
込
口
座
の
番
号
が
わ
か
る
も
の

＊
印
鑑
・
電
卓
・
ボ
ー
ル
ペ
ン

（
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け
ら

れ
る
方
は
、
家
屋
の
登
記
簿
謄
本
、

借
入
金
残
高
証
明
書
等
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
柏
税
務
署
に
お

５
毒
公
共
施
設
の
配
置
や
管
理
運

営
の
効
率
化
を
図
る
項
目

＊
広
域
的
な
公
共
施
設
の
整
伽
の

検
討
＊
新
庁
舎
建
設
の
具
体
的

検
討
＊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整

備
計
画
の
見
直
し
＊
あ
ら
き
園

給
食
調
理
業
務
委
託
化
と
運
営
体

制
の
見
直
し
＊
消
防
本
部
施
設
・

署
の
再
配
置
計
画
の
策
定
＊
小

中
学
校
学
区
の
見
直
し

市
で
は
こ
れ
ら
改
革
項
目
の
達

成
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま

一
一
一

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
今

渥
付
申
團
は一
一
』

お
早
め
↓

、_ノ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

な
お
、
記
入
済
み
の
申

告
書
は
、
郵
送
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

▽
申
告
書
送
付
先
〒
２

７
７
１
８
５
２
２
柏
市
あ

け
ぼ
の
２
の
１
の
”
柏
税

務
署

▼
問
い
合
わ
せ
所
得
税

：
・
柏
税
務
署
壷
（
錘
２
３

２
１
市
。
県
民
税
．
・
・
市

役
所
課
税
課
垂
（
蓮
１
１

１
１
内
線
３
３
４

す
の
で
、
市
民
の
皆
ざ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

行
政
改
革
へ
の
ご
意
見
、
ご
質

問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
次
の
要
領

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
行
政
改
革
実
施
計
画
は
、
市
役

所
情
報
公
開
総
合
窓
口
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

▼
意
見
の
送
付
要
領
ハ
ガ
キ
、

ま
た
は
封
沓
で
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
等
を
明
記

し
、
市
役
所
行
政
改
革
推
進
室
へ

▼
問
い
合
わ
せ
行
政
改
革
推
進

室
貧
弱
）
１
１
１
１
内
線
２
８
２▼柏税務署申告書作成指導会

Ⅱ
市
で
は
、
平
成
、
年
度
学
童
保

育
室
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
共
働
き
の
家
庭
や
、
母

平成10年度

学童保育室の
児童を募集します

● ●

▼学童保育室

●

子
・
父
子
家
庭
で
、
家
庭
保
育
の

困
難
な
市
内
小
学
校
１
年
か
ら
３

年
生
（
原
則
と
し
て
、
１
年
間
継

続
し
て
利
用
す
る
児
童
が
対
象
）

▼
定
員
各
室
と
も
和
人
（
た
だ

し
、
手
賀
沼
学
童
保
育
室
は
軍
人
、

布
佐
南
小
学
童
保
育
室
は
和
人
）

▼
活
動
内
容
放
課
後
の
児
童
の

生
活
指
導
、
余
暇
指
導

▽
開
設
日
時
＊
平
日
・
土
曜
日

：
．
放
課
後
か
ら
午
後
６
時
（
短
縮

授
業
の
場
合
は
下
校
時
か
ら
）

＊
臨
時
休
業
日
…
午
前
８
時
か
ら

午
後
６
時
（
日
雁
日
、
祝
祭
日
、

年
末
年
始
は
休
室
し
ま
す
）

▽
保
育
料
月
額
６
０
０
０
円

※
市
民
税
均
等
割
の
み
の
世
帯
、

母
子
・
父
子
家
庭
は
４
割
負
担
に

減
額
、
市
民
税
非
課
税
・
生
活
保

護
受
給
世
帯
は
免
除
し
ま
す
。
申

し
込
み
の
際
に
減
免
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
き
い
。

▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
各

学
童
保
育
室
（
右
表
参
照
〉
に
用

市
で
は
、
原
因
が
不
明
で
治
療

方
法
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、
経
過

が
慢
性
に
な
る
特
定
の
疾
病
の
療

養
に
つ
い
て
、
本
人
ま
た
は
保
護

者
に
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
疾
病
は
禿
あ
り
、

平
成
、
年
１
月
か
ら
は
「
原
発
性

肺
高
血
圧
症
」
が
新
た
に
認
定
き

れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
超
歳
末

あ
び
こ
Ｐ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、

２
月
か
ら
「
ワ
ー
ド
」
誹
座
を
開

誹
し
ま
す
。
二
太
匪
と
人
気
を

二
分
す
る
標
準
ワ
ー
プ
ロ
を
使
い

こ
な
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
従
来
の
パ
ソ
コ
ン
識
座

の
第
喝
期
（
２
月
１
日
開
講
）
受

意
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
１
月
犯
日
（
金
）
ま
で
に
各
学

童
保
育
室
、
ま
た
は
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
青
少
年
係
實
芭
１

１
５
１
へ
直
接
持
参

F

特
定
疾
病
療
養
者
見
舞
金
を
交
付
し
ま
す

市民プラザパソコン教室

三宅;PCカレッジ壁‘一ツ

臺譽差第13期受講者募集
を 開

満
に
は
、
疾
病
が
認
定
き
れ
て
い

ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
次
の
替
類

の
い
ず
れ
か
に
よ
り
、
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

マ
提
出
書
類
（
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー

を
提
出
）
①
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
票
（
県
知
事
発
行
の
も
の
）

②
千
葉
県
小
児
僅
性
特
定
疾
患
医

識
者
も
募
集
し
ま
す
。
開
誰
時
間

以
外
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
開
放
し

て
い
ま
す
の
で
、
繰
り
返
し
授
業

の
復
習
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
き
い
。

◎
パ
ソ
コ
ン
相
談
も
ご
利
用
を

毎
月
第
４
金
曜
日
午
前
、
時
釦

分
か
ら
正
午
ま
で
、
パ
ソ
コ
ン
な

▼PCカレッジ講座

ん
で
も
相
談
（
予
約
制
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
受
講
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

休
館
日
（
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
を
参

照
）
を
除
く
毎
日
、
午
前
、
時
か

ら
午
後
７
時
ま
で
に
、
直
接
市
民

プ
ラ
ザ
雪
竪
２
１
１
１
へ

療
受
給
券
（
県
知
事
発
行
の
も
の
）

③
特
定
疾
患
治
療
研
究
穀
申
請
醤

（
柏
保
健
所
へ
提
出
す
る
も
の
）

丁
見
舞
金
の
額

＊
巧
日
以
上
の
入
院
…
月
額
５
０

０
０
円

＊
そ
の
他
…
同
額
３
０
０
０
円

で
申
請
先
。
問
い
合
わ
せ
厚
生

課
貧
芭
１
１
１
１
内
線
３
０
９

Ⅱ

松
本
成
男
助
役
が
退
任

平
成
９
年
廻
月
訓
日
を
も
つ
松
本
助
役
は
、
昭
和
お
年
建

て
、
松
本
成
男
助
役
が
退
任
し
設
省
に
勤
務
し
、
茨
城
県
都
市

ま
し
た
。

計
画
課
長
、
宮
崎
県
土
木
部
長

氏
な
ど
国
県
の
要
職
を
歴
任
。

男
平
成
７
年
４
月
１
日
か
ら
我

成
孫
子
市
の
助
役
に
就
任
し
、
市

本
政
発
展
の
た
め
に
尽
く
ぎ
れ
ま

松
し
た
。
ご
菅
秀
さ
ま
で
し
た
。

救急講習会の

参加者を募集

消
防
署
で
は
、
一
人
法
に
よ
る
ｍ
人
集
ま
り
次
第
、
随
時
実
施

心
肺
鐸
鐸
法
の
知
識
と
技
術
を
晋
▽
内
容
救
急
隊
員
に
よ
る
一

得
す
る
「
救
急
講
習
会
」
を
実
施
人
法
の
心
肺
蘇
生
法
・
大
出
血

し
て
い
ま
す
。
時
の
止
血
法
指
導

消
防
署
の
救
急
隊
員
が
、
人
形
▽
講
習
時
間
３
時
間
（
講
習

を
使
い
具
体
的
に
人
工
呼
吸
や
止
後
、
救
命
技
能
適
正
と
認
め
ら

血
捗
ざ
指
導
し
ま
す
。
れ
た
方
に
は
修
了
証
麦
付
）

い
ざ
と
い
う
時
に
、
あ
な
た
の
で
費
用
無
料

ま
わ
り
の
人
を
数
つ
技
術
を
、
学
▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
電
話
ま
た
は
直
接
、
消
防
本
部

▼
対
象
市
内
在
住
者
在
勤
者
警
防
課
貧
翌
７
７
０
１
へ

※
実
施
に
際
し
て
は
、
参
加
者
が
（
市
内
消
防
署
で
も
受
け
付
け
）

内容

住宅取得等

特 別控除

年金受給者で確定

申告が必要な方

サラリーマンの

方の医療費控除

※1月30日の午前と午後は同じ内容です。
※両日とも講習会形式です。開始時刻まで
にご来場ください。
切りますので、ご了

満席になり次第、締め

承ください。

日時

1月30日(金）
9:30～11:30

13:30～15:30

2月6日(金）
9:30～11:30

争

2月6日（金）
13:30～15:30

喝所

市民会館

第2．3会議室

市民会館

大会議室

学童 (対象校）

手賀沼（第一・第四小）

根戸小（根戸小）

並木小（並木小）

第二小（第二小）

第三小（第三小）

高野山小（高野uI小）

湖北台(湖北台東・西小）

湖北小（湖北小）

新木小（新木小）

布佐小（布佐小）

布佐南小（布佐南小）

電話

84-1710

85-1295

83-2491

82-8030

84-9831

84-5779

88-0195

87-2474

88-7544

89-3364

89-5450

学校給食用物資の

納入業者を募集

▼
対
象
学
区
内
、
ま
た
は
学

区
周
辺
地
域
の
業
者

▼
募
集
業
種
＊
青
果
業
者

＊
食
肉
業
者
＊
豆
腐
業
者

＊
製
め
ん
業
者
＊
鶏
卵
業
者

＊
み
そ
業
者
＊
総
合
食
品
業

者
な
ど

▼
申
請
響
配
布
我
孫
子
中
学

校
で
２
月
２
日
（
月
）
か
ら
６
日

（
金
）
ま
で

▼
申
請
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ

２
月
”
旦
火
）
ま
で
に
直
接
、
我

４
月
か
ら
我
孫
子
中
学
校
で
孫
子
中
学
校
・
舟
橘
云
（
聖
５

学
校
給
食
が
始
ま
る
の
に
伴
い
、
１
９
２
へ

市
内
の
給
食
用
物
資
納
入
業
者
※
納
入
業
者
の
決
定
は
、
２
月

を
募
集
し
ま
す
。
下
旬
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す

講座名

一太郎(ﾜー ﾛ）

ワード(ﾜーﾛ）

一螂朧難(一間

I紬

粥繊鵡を紬

エ
ク
セ
ル

ウインドウズ95

パソコン通信

淵l鯛i､90脈す。

搬熱Ii,いず1崎ﾃｷｽﾄ縦紬。

銃､バｿｺﾝ雌誕Ij,雛伽舗対。

Xｿｺﾝ雛熱lj,ｿｺﾝ”鯨入加fで

泌力州欺す｡

掃
鬮
編Ｘ

嬉
散
揖
敬
・
不

討
叩
〆

や
川
ｗ
ふ
い
０
）
し
』

単元

8

8

13

11

８
４
８
2

4

受講料

21,000円

21，000円

31，500円

26，200円

21，000円

15，700円

29，400円

4，800円

12，900円
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昨
年
皿
月
幻
日
、
プ
ロ
野
球
新

人
選
択
（
ド
ラ
フ
ト
）
会
議
が
行

わ
れ
、
西
部
ラ
イ
オ
ン
ズ
か
ら
３

位
指
名
を
受
け
た
の
が
、
県
立
柏

陵
高
校
３
年
生
の
鳥
谷
部
健
一
さ

ん
。
「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
あ
こ
が

れ
て
い
た
西
武
に
入
団
で
き
る
な

ん
て
、
夢
の
よ
う
で
す
」
と
、
満

面
の
笑
顔
を
浮
か
べ
る
。

小
学
校
２
年
生
の
時
、
少
年
野

球
チ
ー
ム
「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ド
」

に
入
り
野
球
を
始
め
た
。
白
山
中

学
校
で
は
野
球
部
の
エ
ー
ス
と
し

て
活
躍
。
甲
子
園
出
場
を
め
ざ
し

て
県
立
柏
陵
高
校
に
進
学
し
た
。

同
校
野
球
部
の
練
習
は
予
想
以

上
に
厳
し
く
、
入
部
当
初
体
重
が

加
銘
減
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
何

人
も
の
プ
ロ
野
球
選
手
を
育
て
た

あわづごう

粟 津 號

ひとり舞台「上野駅14番線」蜜
254

合
〃
も
は
ら

経
験
を
持
つ
顧
問
の
蒲
原
弘
幸
監

督
は
、
鳥
谷
部
ざ
ん
の
投
手
と
し

て
の
実
力
を
高
く
評
価
し
、
１
年

生
の
時
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と

し
て
起
用
し
た
。

順
風
満
帆
の
よ
う
に
思
え
た
が

ひ
じ

２
年
生
に
進
級
す
る
と
肘
の
故
障

に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
れ
で
も
野
球

を
続
け
た
い
一
念
で
、
監
督
や
両

「
昭
和
幻
年
の
冬
、
秋
田
に
帰

る
一
人
の
出
稼
ぎ
の
男
は
、
上
野

駅
叫
番
線
ホ
ー
ム
に
や
っ
て
き
た
。

家
族
の
待
つ
故
郷
へ
帰
る
喜
び
で

い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
正
月
を
越
す

金
も
稼
い
だ
。
カ
ッ
プ
酒
が
う
ま

い
。
近
く
の
人
に
話
し
か
け
る
。

う
れ

唄
を
歌
う
。
こ
の
日
が
嬉
し
い
の

だ
。
そ
の
あ
と
に
事
故
は
起
こ
っ

た
…
。
」
実
話
に
基
づ
く
お
か
し
く

せ
つ
な
い
舞
台
で
す
。

こ
の
舞
台
で
脚
本
・
演
出
・
主

演
の
全
て
を
手
掛
け
て
い
る
の
が

粟
津
號
ざ
ん
。
劇
団
・
俳
優
小
劇

場
を
経
て
、
現
在
映
画
や
テ
レ
ビ

で
活
躍
中
。
個
性
的
演
技
派
と
し

背
番
号
は
迄
秀
れ
の
五
重

粟津號
＝

箪
霞
鳶

親
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
可
能
な
限

り
の
治
療
に
努
め
た
。
そ
の
間
、

ボ
ー
ル
を
握
れ
な
い
ま
ま
ひ
た
す

ら
基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
む
と

と
も
に
、
他
の
部
員
の
練
習
を
陰

な
が
ら
に
助
け
、
縁
の
下
の
力
持

ち
に
徹
す
る
と
い
う
苦
し
い
時
期

を
過
ご
し
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
３
年
生
の

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
顔
と
か
足
の
長
さ
じ
や
な
く
、

想
像
力
と
い
う
か
、
自
分
か
ら
何

か
を
作
り
出
せ
る
俳
優
を
目
指
し

て
い
ま
す
」
と
い
う
粟
津
ざ
ん
。

恵
比
寿
の
理
髪
店
で
偶
然
見
た

一
片
の
新
聞
記
事
を
題
材
に
、
自

分
の
足
で
取
材
し
、
舞
台
化
し
た

「
上
野
駅
畔
番
線
」
。
一
人
の
出

稼
ぎ
の
男
の
気
持
ち
を
見
事
な
ま

で
に
演
じ
き
り
ま
す
。

皆
ざ
ん
で
ぜ
ひ
ご
寛
ぐ
だ
き
い
◎

▼
日
時
２
月
叫
日
（
土
）
午
後
２

時
犯
分
開
場
、
３
時
開
演

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

▼
入
場
料
一
般
２
０
０
０
円
、

学
生
１
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

▼
入
場
券
発
売
所
平
賀
書
店
、

荒
井
書
店
、
ブ
ッ
ク
ス
・
ス
ズ
キ
、

湖
北
マ
イ
ン
内
あ
び
こ
総
合
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
レ
コ
ー
ド
あ
つ

ぶ
る
、
学
友
堂
布
佐
店

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
雪
翌
１
１
５
１

西武ライ オン ズから

ドラフト3位指名を受けた

とりやくけんいち

鳥谷部健一さん
(白山）

春
マ
ウ
ン
ド
に
復
帰
。
ま
も
な

く
高
校
時
代
の
目
標
と
し
て
い

た
１
４
０
銘
を
越
え
る
剛
速
球

を
記
録
し
た
。
「
甲
子
園
に
こ

そ
行
け
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
充

実
し
た
３
年
間
で
し
た
。
」
と
、

高
校
生
活
を
ふ
り
返
る
。

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
で
の
背
番

号
は
、
昨
年
他
球
団
へ
移
籍
し

た
渡
辺
久
信
選
手
の
後
を
受
け
、

虹
番
と
決
ま
っ
た
。
「
渡
辺
さ

ん
は
僕
が
目
標
と
す
る
投
手
。

本
当
に
う
れ
し
い
で
す
」
と
、

二
重
の
喜
び
を
か
み
し
め
る
。

い
よ
い
よ
２
月
か
ら
、
球
団

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
す
る
。
「
み

っ
ち
り
体
力
作
り
に
励
み
、
一

日
も
早
く
一
軍
入
り
し
た
い
で

之
と
、
闘
志
満
々
で
あ
る
。

白
血
病
な
ど
の
面
液
の
病
基

に
全
国
で
毎
年
約
六
千
人
も
の
人

が
侵
さ
れ
、
そ
の
内
の
約
二
千
人

の
人
が
骨
髄
移
植
を
希
望
し
て
い

ま
す
。こ

の
血
液
の
病
気
は
、
一
昔
前

ま
で
は
不
治
の
病
で
し
た
が
、

「
骨
髄
移
廼
と
い
う
治
療
法
に
よ

っ
て
、
今
で
は
治
る
病
気
と
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
骨
髄
移
植
を
行
っ
の

に
必
要
な
ド
ナ
ー
（
骨
髄
提
供
者
）

が
身
内
で
見
つ
か
る
例
は
大
変
少

な
く
、
多
く
の
方
は
ド
ナ
ー
を
さ

が
し
て
い
る
状
況
で
す
。

あ
な
た
の
勇
気
と
行
動
が
、
白

あ
な
た
の
愛
と
勇
気
が

尊
い
命
を
救
い
ま
す

△

１
１

八
臓
器
提

ノ

供
の
意
志
カ
ー
ド
に
ご
協
力
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、

急
激
な
発
熱
や
頭
痛
、
体
の
だ
る

さ
な
ど
の
症
状
が
全
身
に
強
く
あ

ら
わ
れ
、
併
せ
亙
永
、
嘩
の

ど
の
痛
み
と
い
っ
た
通
常
の
か
ぜ

の
症
状
も
で
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の

場
合
は
、
数
日
で
な
お
り
ま
す
が
、

肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ
し
て

血
病
な
ど
で
苦
し
ん
で
い
る
人
た

ち
の
命
を
救
い
ま
す
。

ま
た
、
骨
髄
の
提
供
と
は
別
に

臓器提供意思表示カート

胃ガン検診は

必ず受診を ’あな

塁
厚生街．（社)日本臓器移植ネットワーク
ドナー禰報用全画共罰諏錨先：0120－22‐0149

死
亡
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

予
防
と
し
て
は
、
次
の
事
項
の

対
策
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

①
外
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
、
う
が

い
を
す
る
。

②
十
分
な
睡
眠
を
と
り
、
体
調
を

整
え
る
。

③
規
則
正
し
く
食
事
を
と
る
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と

お
り
胃
ガ
ン
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
如
歳
以
上
の
市
内
在
住

者
（
た
だ
し
、
現
在
治
療
中
の
方
、

お
よ
び
医
療
機
関
で
検
診
済
み
の

方
は
除
く
）
・

▼
実
施
内
容
冑
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査

▽
実
施
期
間
３
月
２
日
（
月
）
か

ら
”
日
（
火
）
ま
で
〈
た
だ
し
、
木
・

士
・
日
曜
日
を
除
く
〉

※
検
診
実
施
日
は
、
男
・
女
で
異

臓
器
の
提
供
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
、
本
人
と
家
族
の

意
志
を
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
表
示
す

る
も
の
で
、
カ
ー
ド
を
携
帯
し
て

い
れ
ば
、
臓
器
を
迅
速
に
必
要
な

方
に
提
供
で
き
る
の
で
す
。

臓
器
提
供
の
意
志
表
示
カ
ー
ド

は
（
写
真
）
次
の
場
所
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
意
志
を
カ

ー
ド
で
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
配
布
場
所
市
役
所
厚
生
課
、

市
民
課
、
各
支
所
の
窓
口

▽
問
い
合
わ
せ
厚
生
課
社
会
係

雪
竪
１
１
１
１
ま
た
は
㈱
日
本

臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
垂
０
１

２
０
（
空
）
０
１
４
９

、_ノ

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
重

病
化
を
防
ぐ
に
は
、
予
防
接
種
も

有
効
で
す
。

予
防
接
種
医
療
機
関
に
つ
い
て

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
き
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

垂
（
師
）
１
１
３
１

な
り
ま
す

▽
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
費
用
錐
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
・
連
名
不

可
）
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
性
別
、
甑
話
番
号
を
明
記

し
、
２
月
、
日
（
火
・
必
着
）

ま
で
に
湖
北
台
１
の
哩
の
妬
保

健
セ
ン
タ
ー
雪
國
１
１
３
１

へ※
受
診
券
は
２
月
末
に
発
送
。

一弓

q版雲
し
甑
参

一
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ｌ
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可

１
１
■
■
八
口

r

《
毎
ぺ

W%
ガンクビソウ

（きく科）

昨
年
哩
月
四
日
（
金
）
の
早
朝

今
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た

「
我
孫
子
市
さ
わ
や
か
な
環
境
づ

く
り
条
例
」
の
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
、
我
孫
子
・
天
王
台
の

両
駅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
福
嶋
市
長

十
一
月
の
末
に
「
船
戸
の
森
」

を
訪
れ
る
と
、
枯
れ
草
に
ま
じ
っ

て
黄
色
い
花
を
つ
け
た
ガ
ン
ク
ビ

ソ
ウ
が
あ
り
ま
し
た
。

ガ
ン
ク
ビ
ソ
ウ
は
林
の
木
陰
な

ど
に
見
ら
れ
る
多
年
草
で
、
茎
に

は
軟
毛
が
密
生
し
て
い
ま
す
。

花
は
下
向
き
、
ま
た
は
繊
向
き

が
ん
く
び

で
、
キ
セ
ル
の
雁
首
に
似
て
い
ま

緑
豊
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
求
め
て

蕊
排
認
棗
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

1

あ
び

一
」

あ
れ

も
参
加
し
、
我
孫
子
駅
南
口
に
お

い
て
、
通
勤
す
る
市
民
に
啓
発
用

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
、
協
力
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。
（
写
真
）

こ
の
条
例
は
、
市
内
で
の
空
き

缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
釣
り
具

（
糸
、
針
、
お
も
り
）
な
ど
の

「
ご
み
の
ボ
イ
捨
て
」
を
禁
止
す

る
と
と
も
に
、
自
動
販
売
機
設
腫

者
に
対
す
る
回
収
容
器
の
設
腫
義

務
、
飼
い
犬
の
ふ
ん
害
の
防
止
、

自
動
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
の
自
鯛

な
ど
環
境
美
化
の
推
進
に
必
要
な

事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。

緑
豊
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

と
査
源
循
環
型
社
会
を
進
め
る
た

め
、
皆
ざ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

“
う
上
う
ノ

す
。
雁
首
の
基
部
に
は
苞
葉
が

二
個
か
ら
四
個
ほ
ど
つ
い
て
い
・

て
、
雁
首
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

「
鵬
笥
彰
」
の
花
に
は
愛
敬
が

あ
り
、
見
か
け
た
人
の
多
く
は

足
を
留
め
て
眺
め
ま
す
。

こ
の
草
は
別
名
を
キ
バ
ナ
ガ

ン
ク
ビ
ソ
ウ
と
い
い
ま
す
。
花

期
は
長
く
、
花
は
六
月
頃
か
ら

秋
の
終
り
頃
ま
で
見
ら
れ
ま
す
。

花
は
一
個
の
花
の
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
筒
状
花
が
沢
山
集
ま

っ
た
も
の
で
す
。
花
に
は
タ
ン

ポ
ポ
の
よ
う
な
舌
状
花
は
あ
り

ま
せ
ん
。

か
ん
も
う

ま
た
冠
毛
も
な
い
の
で
、
果

実
は
タ
ン
ポ
ポ
の
よ
う
に
白
い

綿
毛
で
飛
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。

果
実
は
ね
ば
ね
ば
し
、
動
物

の
体
に
つ
い
て
運
ば
れ
ま
す
。

交
・
写
真
佐
久
間
俊
之
）
、

一
」

れ

’
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し日程2月24日(火)・25日（水）

<雨天決行〉

し場所我孫子ゴルフ倶楽部

し対象市内在住の方

，定員2m人娼.日1m人、応

募者多数の場合は抽選）

し参加費3000円（プレー代、昼

食鶴ま各自て負ま國

修競技方法18ホール噺ペリア）

し申し込み往復ハガキ（1人1
ふりがな

枚）に大会名、住所、氏名、性別

生年月日、電話番号、参加希望日

を明記し、1月23日（金必着）

までに我孫子18鉛市役所公園緑地

課へ

※記入もれ、重複、両日申し込み

は無効

し問い合わせ我孫子ゴルフ協会

川村a(84)8411

Ｉ

二

覧を行います。

騒騒躍凹I
(土･日曜日も行います）

惨縦覧場所都市改造事務所

※試験日等詳しくは、同専門校査し日時・場所1月23日(金)午前似場所山形県蔵王温泉スキー場惨参加費無料
(84)6411へ 10時、水道局4階会議室惨対象18歳以上の男女し問い合わせ中央公民館社会教

，問い合わせ教育委員会総務課し定員40人（ただし．応募者多育ゼミナール壷(82)0515

数の場合は抽選）

し募集学科・定員＊木造建築科し参加費2万9000円

(建築基礎コース）＊専修建築法律扶助協会では、法律扶助のし申し込み．問い合わせハガキし日時。場所2月15日(日)午前
ふりがな

に住所、氏名、年齢性別、電話8時30分受付、9時開会 科（2級建築士受験コース）＊日を記念して無料法律相談を行い

電気工事科（第2種電気工事士受ます。

験コース）＊配管科（配管基礎惨日時1月27日(火)午後1時か
番号を明記し、1月30日（金必，場所市民体育館

着）までに我孫子1684教育委員会し種目＊男子シングルス1～4
体育課「市民スキー教室」係云部（12部はオープン、3．4似参加費300円（材料費別途）コース）＊管工事科（2級管工ら4時

部は初心者）＊女子シングルスし持参エプロン、筆記用具事施工管理技士受験コース）＊惨場所県内協力法律事務所(85)1151へ

1～2部（1部はオープン、2部し申し込み。問い合わせ電話で土木科（1．2級土木施工管理技し申し込み．問い合わせ電話で

は初心者）午後1時から5時までに我孫子生士受験コース)、名学科とも20人1月19日(月)から23日(金)午前10

，日時2月1日(日)午前8時30レ参加資格市内在住〃在勤在活センター冠(84)0444へ （定員になり次第締め切ります）時から午後4時（ただし、正午か

し募集期限3月13日(金)までら午後1時を除く）までに法律扶学 者

I
｜|
’

分受付、9時開始

※出願書類など詳しくは、柏市明助協会盆043(227)8964へ’し場所市民体育館 修参加費一般1300円、中高

け日時・場所1月25日(日)午後

2時から3時、根戸近隣センター

し参加費無料

し問い合わせ小倉冠(82)0702

電話番号を明記し、1月23日（金．台3の6の3松永博壷(87)1308へ
惨日時1月19日(月)午後1時か

ら4時

，場所湖北台市民センター

し参加費無料

※当日参加もできます

似申し込み．問い合わせ電話で
きんうかい

琴雨会小池盆(82)0294'X

必着）までにつくし野1の24の14

蕊
１
月
蕊
灘

田口久男壷(82)1995へ

し内容福祉ってなに？作業所2・弦楽四重奏曲「狩」（モーツア
ます

ってなに？市内5つの作業所がルト）＊歌曲「鱒」・ピアノ五

スライドなどを使って分かりやす重奏曲「鱒」より「第四楽章」

＜紹 介 し ま す （シユーペルト）し日時・場所1月28日(水)午後

し参加費無料し定員100人2時から4時、めばえ幼稚園

陰問い合わせつくばね共同作業，入場料無料※次回は2月25日に開催予定

当日直接会場へ
よれやま

米山云(84)5753

所壷( 88)7594，申し込み し内容①講演…「文化とは伝承

されるものであると同時に創造さ

れるもの」講師…井上圭司（同

園理事長）②同園教諭による保

伝問い合わせ

し日時。場所1月29日(木)午後

1時30分、保健センター伝曰時1月23日(金)午後1時30育実践報告

講演．．「健康と笑いのつ
きやら＜

講師･･･三遊亭喜八楽（落

分から3時30 分 惨 参 加 費 1 回 5 0 0 円 ( 資 料 代 等 ）し内容

どい」 惨場所中央公民館※幼児はお預かりします

語家）し内容手話交流会（手話コーラし申し込み。問い合わせ電話、

唾日曜当番医＝テレホンサービス，参加費200 円 ス 、 ゲ ー ム な ど ） またはファクスでめばえ幼稚園壷
み”ど

面休日救急歯科診頂日=休日救急歯科診療所(市民会鬮内)9:00～11:30
伝問い合わせ水門壷(84)5783'対象中途失聴者難聴者（84)1313、FAX(84)9696へ

壷心配ごと相談=布佐市民センター本館9:00～15:00い参加費無料 1

1
函地域リハビリ教室=保健センター13:30～15:00

し問い合わせ渋谷盃(85)0685、 壷市民会館･市民図書館･鳥の博物館休館
壷つつじ荘･西部福祉センター･市民体育館休館し日時2月1日(日)午前10時開

場、10時30分開演

し場所市民会館

，入場料無料

'問い合わせ商工会盃(82)3131

柏地区（我孫子市・柏市・沼南

町）の障害児学級で学ぶ子どもた

ちの絵画、工芸、習字などの作品

を展示します。

修日時1月31日(土)から2月3

日(火)午前10時から午後8時（た

だし‘2月3日は午後2時まで）

惨場所柏市民ギャラリー（柏高

島屋S館ステーションモール8階）

し入場料無料

，問い合わせ柏市立田中小学校

関垂(31)5719

函法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
画水道料金口座振替日
函つつじ荘･西部福祉セソター休館

函地域リハビリ教室=西部福祉センター10:30～12:00

函2月5日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

雷
画市民プラザ休館

底国民年金保険料払込期限＝口座振替日

函市役所閉庁（－部の施設は除く）

！

市民ゴルフフェスタ

電気の安全な使い方教室生 我孫子駅北口土地画唖璽露勇讓雲肩
の改選による選挙人名簿の細覧

ライフパニックと生涯学習，’
公 開講 演会

県蛾弼講揃専門樵|||雛市民スキー教室

定例教育委員会

手作I〕みそ講習会

平成10年帥ｴ鵜門樵|||縦日程

1月22B(木）

1月288(水）

1月29日(木）

2月4日(水）

2月10日(災）

2月1旧(祝）

場所

湖北地区公民館

天王台北近隣ｾンター

布佐南近隣センター

中央公民館

新木近隣センター

久寺家町内会館

時間

午
後
１
時
釦
分
か
ら
３
時

定員

名
会
場
先
着
酔
人

無料法律相談第6回我孫子市パドミントン連盟
シングルス大会

市民インデイアカ大会

我孫子洋ラン会言雷演

「洋ランの種割項と育て方」
■

ﾃﾚ巾ｻー ビｽ
(日11m当番医・一週間の行事）

冠(85)1313

ﾃしﾎｿガｲﾄ゙ 壷(85)500C

ﾌアクスガイド 璽朋)6000
我孫子市軽壹楽協会

「大正琴1日講習会」

1帖金

117土

11s⑧

1⑩月

'①火

'11水

"′木

'3金

Z41土

壷税務相談=市民相談室10:00～15:00(予約制）

蔵鳥の博物館休館

底市役所閉庁（一部の施設は除く）

唾日曜当番医＝テレホンサービス
壷休日鱸歯科診眉日=休日鶇歯科診篇脈市民会館内)9:00～11:30
唖結噌相談=社会福祉協議会10:00～14:00
虚心配ごと相談=社会福祉協議会9:00～15:00
虚地域リハビリ教室=新木近隣センター13:30～15:00
画市民会館･市民図書館･烏の博物館休館
画つつじ荘.西部福祉セソター休館

壷法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

面1月27日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

底人権相談＝厚生課10:00～15:00
底行政相談＝市民相談室10:00～12:00
厩市民ブラザ休館

廟市役所閉庁（一部の施設は除く）

Z､⑧

Z化月

Z7火

ZS水

Z④木

3①金

311土

新春室内楽コンサート

回福祉作謝 鋤報告会

子育てを楽しむ会

リウマチの会講演会
中途失聴者．難聴者の集い

第1G回商冗司会ﾀ需人音ﾛ

「足藺ロとロ貝の堯簔芝会」
平蘭~9-年~度柏地区障害児学級合同
第1ｱﾛ「花と太陽と希望の作品展」

第2回JORDAN会（常磐簡
沿綴男声合唱団連合会）演奏会

1月26日|蚊化財防火デー
昭和24年1月26日は法隆

寺金堂が焼失した日です。

大切な文化遺産をみんなで

火災から守りましょう。


